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本寸法は 1間 1800mm、天井高さは 2600mm 




































3-2-3 Residencia Shimizu (写真7)
この住宅は、 Shimizu(清水)邸で、レジス
ト口市アレイアス地区に建つ。創建時の所


































































写真 11: Susu Okiyama邸
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Casa Amaya : 1923年木造2階建て
Amaya : 1930年代か木造2階建て
????????



































74例、 2階建て 47例、 3階建て 1例で、平
屋が最も多かったという。同様に屋根形式
は 119例中、切妻 55例、寄棟31例、入母
れる。また、②Hokugawa邸では、小屋組
みのき[)材に日本語の記述かあり、また、壁
の構造が伝統的な木舞を組美、土を塗ると
いう伝統的形式と向様の方法が見られるこ
と、③Shimizu邸の土壁の下地は臼本と向
様に建てを用いていることなど、を考えれ
ば、壁の造り方も日本の伝統的方法と同様
のものであったといえるであろう。このよ
うに外壁は大壁風であるものの、内部には
柱の見える真壁風の造りであること、その
柱の配謹の基準寸法が 1[笥 6尺を基準とし
ている考えられること、屋根形状が入母屋
造りも見られること、などから、これらの
建物は、日本人大工の手により日本の伝統
的な工法や寸法を用いて造られたことが推
定されるのである。
一方、内部の部屋を見ると、畳敷きのユ
カ座の部屋は全くなく、各部屋はイス座の
部屋であった。これは、言い換えれば、こ
れらの住まいが創建時の様子を正確に示し
ているのか、あるいは、その後の増改築を
経て今日の姿となったのかなど詳細な検討
が必要であるものの、わが国の伝統的な起
居形式であるユカ座という身体技法に根ざ
した生活形式の継承はほとんどなされなか
ったことを意味するといえ、技術の継承と
は異なった様相が見て取れるのである。
なお、これらの住まいの建築年代は、⑥
Casa AmayaがもっとIJ5く1923年といわ
れ、他は基本的には 1930年代の建物である。
最も古い Amaya邸は、入植後の4年後の建
物となる。おそらく、入植当時は、小屋を
建てて住み、経済的な余裕ができた中で本
格的な住まいっくりが行われ、現在の建物
が建設されたものと推測される。最初期の
小屋は、畳に入手が難しく畳はなかったと
忠われるがユカ座の生活は行われていたと
推測される。その後、異[~の地の生活スタ
イルへと同化していった中で、本格的な住
まいづくりが行われ、畳の入手も困難なこ
ともあってユカ崖の部屋のない住まいが造
られたという可能性も考えられる。今回の
調査対象となった 7棟は、基本的には、こ
の⑥Casa Amaya邸同様に、入植初期の建
物ではなく、経済的生活的に余裕のできた
後の建物と推定されるため、ユカ座の生活
は、畳の入手も難しく、現地の生活スタイ
ルとしたものと推測されるのである。
4 まとめにかえて・・・今後の課題
今回目視調査ならびに簡単なヒアリング
を行った移民の人々の生活する 7棟の住宅
建築は、建築としては、わが国の伝統建築
に極めて近いものであるといえ、日本人大
工の手により日本の伝統的な工法や寸法を
用いて造られたことが推定されることが明
らかとなった。
こうしたわが国固有のす法を用いている
点に関しては、『文化財技術に関する研究ー
リベイラ渓谷における日本人移民Jにおい
ても「建物におけるす法J(p25-28) として、
論じている。ただ、具体的に、今回取り上
げた 7事例を含め、保護対象となった住宅
建築全体の具体的寸法が詳細に分析されて
いるわけではなくJ原型住居jとして 2関×
4間の土問とユカ敷き部分からなる建物の間
取りと断面を描いて、その寸法と間取りの
関係性を論じているだけである。より考察
を深めるためには、今後、より詳細に実測
調査などを行い資料収集にあたる必要があ
るであろう。加えて、当時の活躍していた
大工屋職人の人々についても資料を収集し、
どのような技術者であったのかを明らかに
する必要があるであろう。また、当時のブ
ラジルの建物との比較を通し、どのような
影響を受けているのかなどの比較検討も必
要であろう。そして、また、生活面では、
間取りの変化とその内部で、の生活の隷相を
ヒアリングするといった方法による生活調
査も必要と思われる。
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いずれにせよ、今回の呂視した建物の大
半は、経年変化により痛みが激しい。今後
の文化財として保護するために、修復の必
要がある。自本人大工による建築であるな
らば、修理は、当時の技術を確認し日本人
大工が担当するといったことの必要性も起
こる可能性もあるであろうし、それが、創
建時の技術などを失うことなく建築を保護
することにもなる。その意味で、研究はも
|新刊紹介|
とより、今後の修復のためにも、様々なこ
との詳細な解明が必要であろうし、われわ
れの今後の研究がそうした事業の基礎とも
なる可能性も秘めており様に思われる。
なお、本報告は、平成 24・25年度科学研
究費・挑戦的萌芽研究「ブラジル日系意味
及び在日日系ブラジル人の民俗学的研究j
(代表:佐野賢治)の一環として行われた調
査報告である。
須藤護著
f雲南省ハニ族の生活誌一移住の歴史と自然・民俗・共生-j
本書は、著者が2002年度一年間、中国雲
南省ハニ族の村ーに滞在調査した民俗報告であ
る。宮本常一門下の著者は、「ある民族が長
い年月にわたって育み保持してきた文化は、
日常的に、無意識のうちに、また自然、な形で
言動に表れる、 ・・・・・・・・さらにそれは、 ムラ
の景観の中に特徴的に現れるJと呂常生活・
村落景観に注視しながらハニ族の人々の生活
誌を以下の構成で描く。
序章壮大な棚田を作り上げた人々 ①ハ
ニ族の故地 ②ノ¥ニ族の移住にみる民族の抗
争と和解 ③父子連名制と家諮 ④昆明から
少数民族の領域へ ①雲南省元陽県のハニ族
⑤ムラの開発とクザザ節 ⑦アマトゥ節と
築神林 ③暮らしのサイクルー紅河県議美村
ハニ族の節令表 ①稲の収穫と棚田の補修一
元陽県全福庄の節令表 ⑬ト月年一新しい年
を迎える儀礼 ⑪霜雪神祭から山のカミの祭
りまで ⑫開秩門から拝鬼節まで ⑬新米節
終章 担ー界文化遺産の登録にむけて、巻末
には'素引を附している。
ハニ族はその棚田耕作で知られ、映画 f雲
南の少女 ルオマの初恋jでもその背景とし
て登場し、本書の中心をなす元i湯の棚田は本
年、 2013年世界文化遺産に登録された。 日
本の民俗学では照葉樹林文化論が盛行の折、
ハニ族の新米を先祖、穀霊および天守Ijlに供え
た後に共食する儀礼が新嘗祭に速なるものと
して注目を浴びた。須藤は、棚田の開発、用
水管理、水田養魚、など従来、報告の少なかっ
た領域を図化し、写真を多用し理解を助ける
工夫をするなど棚田に集約させてハニ族の生
活を丹念に描いている。その一方で¥個人的
には祭記儀礼における宗教職能者・モーピの
役割などに更なる説明が欲しい思いがした。
著者が本書で強識するのはグローパル化で
文化の一元化が進む中、国有の文化を尊重し
ながらの文化の多様性、共生であり、ハニ族
文化はそのモデルになりえるとの指摘であ
る。ハニ族研究は、本研究会の!司入、琉球大
稲村務教授が早くから取り組んでおり本誌で
も馴染みがあったが、生活誌からの視角を本
書から多々学ばせて頂いた。(佐野賢治)
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